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設置の趣旨・必要性 

Ⅰ 設置の趣旨・必要性 

（１）これまでの経緯 

 奈良先端科学技術大学院大学は、学部を置かない国立の大学院大学として平成３年１０月に建学され、これと同

時に情報科学研究科が、翌平成４年４月にはバイオサイエンス研究科が、さらに、平成８年５月には物質創成科学

研究科が創設された。 

 これら研究科において、工学・理学・農学・医学等の従来の学問分野の枠を超えた複合的・学際的な分野であり

先端科学技術の基盤となる、情報科学、バイオサイエンス及び物質創成科学の３分野に係る研究を展開し、iPS細胞

の開発や植物ホルモン「フロリゲン」の実体の解明と受容体の発見に象徴される優れた研究成果を上げるなど、IT、

ライフサイエンス、ナノテクノロジーをはじめとする先端科学技術の進展に貢献してきた。また、これら研究から

生まれた優れた研究成果に基づく高度な教育に、常に先進的な大学院教育の考え方や方法を開拓し取り入れること

で、次代を担う高い専門性を持った研究者・技術者を数多く育成・輩出してきており、文部科学省の「研究大学強

化促進事業」や「スーパーグローバル大学創成支援事業」にも採択されている。 

（２）現状 

 開学から２５年が経ち、科学技術は大きく発展し、またその技術革新のスピードはますます加速している。情報

の分野では、全世界がインターネットでリアルタイムにつながり、世界の様々なデータを一体的に活用することが

可能な時代になり、人工知能技術の発展もあいまって、新しい世界が作られるようになってきた。また、バイオの

分野では、ゲノム DNA、RNA、蛋白質、低分子物質の分析技術、イメージング技術、塩基配列解析技術の革新等によ

り、自然界の様々な生物について、様々な細胞活動、生物活動に関する膨大な情報を得ることが可能な時代になり、

これらの情報を体系的に理解するビッグデータバイオロジーという分野も生まれている。物質の分野でも、分析・

計測技術の高度化により、新しい物質世界の姿が見えるようになり、情報科学、バイオサイエンスの進展を支えて

いる。いずれの研究分野においても、研究手法について、仮説駆動型サイエンスからデータ駆動型サイエンスへの

パラダイムシフトが起こりつつある。このような科学技術の急速な進展に対し、本学の育成すべき人材像や研究分

野が、現在の社会が求める人材や世界の科学技術の潮流と一致しているかの検証が必要な時期に来ている。 

 また、社会からは、各研究分野の深化に加えて、研究の総合性・融合性さらにはそれを通した新分野の開拓とそ

れを担う人材の育成が求められている。例えば、「イノベーション創出に向けた国立大学の改革について」（２０１

３年１２月１７日、一般社団法人日本経済団体連合会）においては、とりわけ、イノベーション創出のために、既

存技術の延長線上にない革新的な研究が必要とされており、このために、従来の学問のディシプリンの壁を取り払

った自由な発想に基づく先端的な基礎研究を推進し、さらにそれを産業化に結び付ける能力を持つ世界レベルの優

秀な人材の育成が不可欠であるとされている。 

 本学ではイノベーションの創出に向け、これまでも融合分野の教育研究体制の構築に取り組んできており、平成

１４年には情報科学とバイオサイエンスの融合科学であるバイオインフォマティクス分野の高度な人材育成のため

に、情報生命科学専攻を情報科学研究科に設置した。しかしながら、情報科学研究科の枠内ではバイオサイエンス

分野でのオミクスバイオロジーやバイオイメージング等の急速な発展には対応することが困難であったため、当該

専攻を情報科学研究科情報科学専攻、バイオサイエンス研究科バイオサイエンス専攻に再編成することにより発展

的に解消した経験がある。また、平成２３年には、分野内の融合科学を推進する観点から、情報科学・バイオサイ

エンスの両研究科の複数の専攻をそれぞれ一元化したが、研究科の枠組みで教育が行われる以上、研究科間をまた

ぐ融合分野の体系的な教育の展開や学生・教員が３研究科の教育研究リソースを共有・活用することが困難な状況

にある。このことは、既存の研究科の枠組みの中で組織の一部を改組するだけでは、分野融合の教育研究体制を構

築することに限界があることを意味している。 

（３）改革方針 

 以上のことから、本学が、科学技術の変化と社会の要請の変化に対応し、先進的な大学院教育を展開していくた

めには、これまでの３研究科別の教育研究体制から、３研究科を統合し組織間の垣根をなくした１研究科１専攻体

制に移行し、教育研究における挑戦性・総合性・融合性・国際性を強化していくことが重要である。この１研究科

体制の下では、社会からの要請に応える融合分野の開拓やイノベーションを担う人材を育成する組織的な大学院教

育を提供する。新たな教育課程には、本学がこれまで培ってきた先端科学技術３分野に立脚した科目とそれらの融

合分野の科目を学生自身の興味に応じて主体的に履修できるよう、より自由度が高い複数の「教育プログラム」を

設定する。学生は、情報科学、バイオサイエンス、物質創成科学の先端科学技術３分野とその周辺分野の世界的潮

流や方向性を総合的に理解し、異分野や融合分野に挑戦するのに必要な基盤知識を学んだ上で、これらの３分野を

より極めるプログラムや、他の分野に関する俯瞰力を育成し融合分野の研究を行うプログラムなど、自身の希望進

路に沿った高度な専門性を身につけるプログラムを選択する。その結果、従来の教育に比して、教育・研究分野の

融合により個々の学生の専門性が広がり、学生は、より広範で挑戦性に富んだキャリアパスの選択が可能となる。

社会人や留学生など学外からの入学者が半数以上を占める博士後期課程では、国際競争が激化する中、これらの学

生に対していち早く上記教育を行い、産官学にわたり国際社会で指導的な役割を果たす研究者・高度専門技術者を

速やかに輩出することが重要であるとの認識に立ち、平成３０年４月に、博士前期課程と博士後期課程を同時に１

研究科体制へ移行する。 

 １研究科体制による教育改革の方向性は、学長のリーダーシップの下、執行部・各研究科教員等で構成される「１

研究科構想実現検討プロジェクトチーム」等で議論・検討を進めて決定しており、本学の第３期中期目標の前文に

おいても、「教育研究体制を改組し、情報科学、バイオサイエンス及び物質創成科学の融合性を高め」、「大学院のみ

を置く大学としての強み、特色及びこれまで実践してきた先駆的な大学院教育プログラムなどの実績を生かし、国
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際通用性も踏まえた教育改革を推進するため、多様な教員をダイナミックに組織できる体制を構築し、世界と未来

の問題解決や先端科学技術の新たな展開を担う『挑戦性、総合性、融合性、国際性』を持った人材を育成する教育

を展開する」と明記されている。これは、既存の研究科・専攻の枠を超えた体系的・組織的な大学院教育の推進等

を行い、アジア各国をはじめとする世界から優秀な人材を引き付ける教育体制の整備を行うことなどを提言した第

３次大学院教育振興施策要綱とも方向性が一致するものである。 

 この教育改革の方向性について、本学を希望する学生のニーズを確認するため、平成２８年５月から１２月にか

けて複数回実施された学生募集説明会においてアンケート調査（回答数：５４９名）を行ったところ、融合分野の

教育プログラムの展開に関する設問に対して、９５％が「魅力を感じる」又は「ある程度魅力を感じる」と回答し、

また、このような融合教育を行う大学院大学への入学希望に関する設問でも今回の調査だけで４４８人が「ぜひ入

学したい」又は「どちらかというと入学したい」と回答している。このことは、本教育改革が学生のニーズにも合

致しており、また、新たに設置する研究科の定員（博士前期課程３５０名、博士後期課程１０７名）を充足するだ

けのニーズがあることを示している。 

（４）育成する人材像 

 このような改革方針の下、１研究科１専攻体制により、多様な分野の学生を受け入れ、本学が開学以来醸成して

きた最先端の情報科学、バイオサイエンス、物質創成科学を基盤としながら、先端科学の動向を見据え、社会的ニ

ーズが増大しつつあるこれら３分野が融合した分野においても、挑戦性、総合性、融合性及び国際性を身につけた

創造性に富んだ先導的な研究者や専門技術者を、体系的な教育カリキュラムと研究活動を通じて育成する。 

 このため、博士前期課程及び博士後期課程において育成する人材像を以下のとおり掲げる。 

≪博士前期課程≫ 

 社会・経済を支える、情報科学、バイオサイエンス、あるいは、物質創成科学の高度な専門性と、それに隣接

する融合分野を理解できる広範な素養を持ち、社会全体を見渡す俯瞰的な視点から物事を考え、社会において先

端科学技術の活用やイノベーションを担う人材を育成する。 

≪博士後期課程≫ 

 情報科学、バイオサイエンス、あるいは、物質創成科学及び関連する融合分野に係る高度な先端知識と幅広い

視野に加え、国際性や主体性・自立性を備え、高い志を持って科学技術研究に挑戦し、産官学にわたり国際社会

で指導的な役割を果たす研究者・高度専門技術者を育成する。 

（５）修了後の進路と人材需要の見通し 

 これまでも本学の修了生は、本学で培った情報科学、バイオサイエンス、物質創成科学の知識を生かし、博士前

期課程では主に企業の研究開発部門の研究者・技術者として、博士後期課程では主に国内外の大学等の研究機関に

おける研究者として、様々な場で活躍している。 

 新たな博士前期課程では、これまでの情報・バイオ・物質の先端科学技術分野に加え、これらの融合分野の教育

を展開し、また、民間企業の研究者・技術者を講師として招き、社会実装までを想定して、異分野の学生が協働し

行う演習科目を配置することにより、学生は、専門とする分野から融合分野に展開する広い学識と柔軟な思考を身

につけることができ、個々の学生にとっての就職先の選択肢がこれまで以上に広がることが期待される。 

 また、博士後期課程においても、博士前期課程の７つの教育プログラムに対応した特別講義の開講や、学会発表・

研究交流や研究留学のための学生の積極的な海外派遣など、博士前期課程の教育をさらに発展させた教育プログラ

ムと研究指導を展開する。そして、海外での研究発表、研究留学などにより国際性を育み、国際ワークショップの

企画や研究開発プロジェクトの運営などを通じて主体性・自立性を身につけさせることなどにより、産官学にわた

り国際社会で指導的な役割を果たす研究者・高度専門技術者としての人材輩出がこれまで以上に期待される。 

 修了生に対する企業側のニーズを把握するために、実際にこれまで本学修了生を受け入れてきた企業・団体に対

してアンケート調査（回答数：２７１社）を行ったところ、融合分野の教育を展開することに関する設問で、９４％

が「魅力を感じる」又は「ある程度魅力を感じる」と回答しており、また、この教育を受けた新研究科の修了者を

採用したいかの設問に対しては、博士前期課程では９６％、博士後期課程では７９％が「ぜひ採用したい」又は「ど

ちらかというと採用したい」と回答している。このことから、新研究科における新たな教育展開は、本学修了生を

受け入れてきた企業等のニーズにも合致しており、十分な人材需要が見込まれる。 

 アカデミアにおいても、融合分野の教育研究を目指す学部・研究科等の設置が進んでいることが示すように、融

合分野の教育研究を担う人材が求められており、新研究科で育成する人材のアカデミアでの活躍も期待できる。 

Ⅱ 教育課程編成の考え方・特色 

（１）博士前期課程における教育課程編成の考え方 

 急速な科学技術の進展により、先端科学技術分野の融合が進み、融合領域を開拓できる人材、イノベーションを

担う人材の養成が強く求められている。また、イノベーションの創出に向け、「既存技術の延長線上にない革新的な

研究が必要であり、とりわけ従来の学問のディシプリンの壁を取り払った研究領域の融合化・複合化」が求められ

ている。こうした社会、時代の要請にあった融合領域や新しい学問分野への挑戦が可能となるよう、現在の３研究

科３専攻体制を１研究科１専攻体制に改組する。そして履修科目選択の柔軟性と学生の研究テーマに即した研究指

導体制を構築し、学生の興味、意欲にきめ細かに対応する教育課程を編成する。これにより、科目選択の自由度が

増す一方で、学生が学問分野を問わず分散的に履修した場合、その学生の専門性が十分に深化しないことも想定さ

れるため、教育のガイドラインとして複数の「教育プログラム」を設定する。なお、「教育プログラム」は、固定さ

れた科目のセットからなる課程ではなく、各教育プログラムの特徴的な専門知識を学ぶのに必要なコアとなる科目

を必修又は選択必修科目として設定しつつも、先端科学技術分野を俯瞰できる広い視野を涵養するために、それ以

外の科目の履修に制限は設けない。 
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 教育プログラムは、これまで培ってきた最先端科学技術の基盤となる分野である①情報理工学、②バイオサイエン

ス、③物質理工学の各プログラムに加え、情報理工学・バイオサイエンスの融合分野である④情報生命科学、バイオ

サイエンス・物質理工学の融合分野である⑤バイオナノ理工学、物質理工学・情報理工学の融合分野である⑥知能社

会創成科学、さらに情報理工学・バイオサイエンス・物質理工学の融合分野である⑦データサイエンスの各プログラ

ムで構成（下図を参照）する。 

 

 

 入学後にまず履修する「序論科目」では、これら７つの教育プログラムがカバーする各々の研究分野において、

現在、世界の最先端科学技術がどのように進展・融合しつつあり、今後どのような新しい科学技術が生まれると期

待されるかなどを俯瞰的視点から学ぶ。学生に対しては、入学直後のオリエンテーションにおいて、「序論科目」の

位置付けや教育プログラムの選択方法等について十分な説明を行うとともに、７科目の「序論科目」すべての履修

を推奨する。 

 研究室配属は「序論科目」履修後に行う。学生は、「序論科目」で学んだ研究分野への興味に加え、入学直後のオ

リエンテーションやプログラム・研究室紹介、研究室見学などで受けた説明を参考にして、配属希望研究室を選択

する。これをもとに教務担当教員が学生の興味、希望研究室で必要とされる基礎学力、学部時代に学んだ分野と希

望研究分野に対する準備状況などを参考にし指導を行った上で、配属研究室及び主指導教員割当ての原案を作成す

る。この原案をもとに教授会において配属研究室及び主指導教員を審議・決定する。 

 主指導教員は、学生が何を学びたいのか、何を研究テーマとするのかを考慮しながら、「基盤科目」の履修指導を

行う。「基盤科目」においては、学生が異分野や融合分野に挑戦するのに必要な知識を学ぶ。さらに、主指導教員は、

「教育プログラム」の選択に当たって、学生の興味と進路に応じたきめ細かなアドバイスを行う。 

 選択した教育プログラムの「専門科目」では、各プログラムの人材育成目標に沿った高度な専門知識を学ぶ。各

教育プログラムの特徴的な専門知識を学ぶのに必要なコアとなる科目を必修又は選択必修科目として指定するが、

先端科学技術分野を俯瞰できる広い視野を涵養するために、それ以外の専門科目の履修に制限は設けない。また、

同時期に開講を開始する“一般科目群”では、次世代の先端科学技術を担うために欠かすことのできない幅広い素

養と社会性、国際性を育み、“研究活動科目群”では、幅広い基礎概念を理解した上で、特定の科学的・技術的問題

の解決に専門知識を応用する能力を育成する。 

 学びの集大成となる「PBL科目」では、専門分野やそれまでの履修内容の異なる多様な学生から成るチームのメン

バーが協力して、実社会や現実の開発・研究の場を想定した課題解決を模索する。研究活動との相乗効果により、

産業活動・社会活動における科学技術の課題やあるべき姿を考察する能力を育成する。 

 これらの教育課程により、本学の人材育成目標である「挑戦性、総合性、融合性及び国際性を身につけた創造性

に富んだ先導的な研究者や専門技術者の育成」を実現する。 

 

 博士前期課程には、以下の科目群を配置する。 

◇一般科目群  

 次世代の先端科学技術を担うために欠かすことのできない幅広い素養と社会性、国際性を育むため、倫理、哲

学、コミュニケーション、知的財産権、ベンチャー起業論及び語学等の科目を配置する。 

 英語については、レベル別にクラスを編成し、コミュニケーション、プレゼンテーション、ディスカッション、

ライティングの講義を用意する。文部科学省「スーパーグローバル大学創成支援事業」において本学が設定した

博士前期課程修了時の英語力の水準である TOEIC成績 650点を目標とする。 

 

◇先端科学技術科目群 

 以下の①～④の科目を開設し、専門の異なる学生が様々な分野の最新科学技術や社会ニーズを理解し議論する

ことにより、１研究科体制へ移行する最大の目的である、他の先端科学技術分野を俯瞰できる広い視野や柔軟な
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発想、総合性、創造性を持つ人材を育成する。 

① 序論科目 

 ７つの教育プログラムがカバーする各々の研究分野について、世界の最先端科学技術がどのように進展・融

合しつつあり、今後どのような新しい科学技術が生まれると期待されるかなどを俯瞰的視点から学ぶことで、

総合的な視野を身につける「序論科目」を配置する。 

② 基盤科目 

 広範な分野からの入学者に対応し、大学で学んだ専門分野だけに偏らず異分野や融合分野に挑戦することを

可能にし、各教育プログラムの履修に必要な基盤知識を修得するために「基盤科目」を配置する。「基盤科目」

は、どの教育プログラムの学生も各自のこれまでの学習歴に応じて、不足部分を補うことを目的とする。なお、

各学生の出身学部・学科のカリキュラムを確認し、既習と判断できる科目の履修により修得した単位は、修了

に必要な単位には算入しない。 

③ 専門科目（プログラム別教育） 

 各プログラムの人材育成目標に沿った高度な専門知識を学ぶことを目的とする、プログラムの中核となる講

義である。各学生が履修する「PBL科目」の課題と出口を見据えたキャリアパスに通じる選択科目を配置する。

なお、融合分野のプログラムにおいては、学生の選択する科目が特定の分野に偏らないようにするため、当該

プログラムに必要な科目を履修するよう指導する。また、先端的技術や方法論を用いた先端研究分野の調査研

究などに関して、研究室の枠を超えて学生により提案された課題に取り組む実習や、企業が行う研究テーマを

提示したインターンシップに参加して、大学では経験できない「ものつくり」の精神を学ぶ実習からなるプロ

ジェクト実習を配置する。 

④ PBL科目（プログラム別教育） 

 “先端科学技術科目群”の履修の集大成として、他分野や他研究室の学生と協働して先端科学技術の問題の

発見と、それを解決する能力を育成するため PBL（Project Based Learning）形式で行う「PBL科目」を必修科

目として配置する。「PBL科目」を通じて、自身の専門分野の裾野を広げるのみならず、専門の異なる研究者・

技術者が協力して融合分野を開拓する際に必要となる異分野間コミュニケーション能力や挑戦性・総合性を育

成する。７つの教育プログラムのいずれにおいても、異なる研究室に所属する学生のグループを作ることによ

り、多面的に物事を捉える柔軟な視点を養う。 

 また、この「PBL 科目」では、本学の基礎研究の成果の社会応用を図り、また、企業の技術ノウハウを取り

入れるために、民間企業の研究者・技術者を講師として招き、社会実装までを想定して、異分野の学生が協働

して社会ニーズに基づく問題の解決を達成目標に掲げて演習を実施する。このことにより、本学と社会とが融

合・連携して行う実践的な教育を展開し、産業活動・社会活動における科学技術の課題やあるべき姿を考察す

る能力を育成する。 

 

◇研究活動科目群 

 幅広い基礎概念を理解した上で、特定の科学的・技術的問題の解決に専門知識を応用する能力を育成するため、

各学生が取り組む個々の修士論文研究に直接関わる授業として以下の科目を配置する。 

・ ゼミナール I、Ⅱ 

 自他の修士論文研究の成果や論文調査結果の発表と討論を通じて自身の研究を深めるとともに、プレゼンテ

ーションとディスカッションの能力を育成する。 

・ コロキアム A、B 

 外部講師による日々進歩し続ける最先端科学技術分野に関する講演を聴講し討論することで、自身の研究の

進展の刺激とする。 

・ 研究実験 I、Ⅱ 

 先端技術の修得とその原理を学ぶとともに研究計画の立案能力を育成する。 

・ 研究論文 

 博士前期課程の教育の集大成として、自身の研究実験で得られたデータの中から、新規性、有用性、実用性

のある結論を抽出する能力、抽出された結論から新たな課題を展開する能力、研究の背景やプロセス及び結論

を科学論文や報告書として論理的に記述する能力を育成する。 

 

◇その他の教育 

① 研究の実施に関わる教育等 

 研究を安全かつ法に従い遂行させるために、研究倫理講習会、遺伝子組換え実験講習会、RI・X 線安全講習

会と実習、動物実験講習会、情報ネットワークガイダンス、情報セキュリティ講習・訓練、化学薬品取扱い講

習の講習・実習を、入学直後あるいは研究室配属後に実施する。 

 また、「メンタル・フィジカルヘルス講習会」を実施し、心身の健康管理を促す。 

② キャリア教育 

 社会からの要請を踏まえた自己キャリアビジョンを構築し実践する能力を強化するため、企業や公的研究機

関等とも連携して、社会の多様な場での活躍を見据えたキャリア教育を実施する。 

 日本人学生と留学生のキャリア支援をそれぞれ担当する UEA（University Education Administrator）を配

置して、社会における修士課程修了者の働き方を考える研修会、ジョブマッチングを考えるための就職セミナ

ー、企業のトップ、イノベーションを担った技術者、本学修了生あるいはベンチャー企業の起業者の経験をキ
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ャリアパスに生かす講演会などを開催する。 

 
［博士前期課程における教育課程の概念図］ 

  

 

（２）博士前期課程における７つの教育プログラムの科目編成 

 ７つの教育プログラム毎に人材育成目標を設定し、これを達成するために、「一般科目」「序論科目」「基盤科目」

「専門科目」を開設する。「専門科目」においては、教育プログラム毎に、その専門的知識を学ぶための科目を指定

する。また、「基盤科目」及び「専門科目」のうち、教育プログラム毎に、その特徴的な専門知識を学ぶのに必要な

コアとなる科目を、必修又は選択必修科目として指定する（「履修要件及び履修方法」を参照）。さらに、教育プログ

ラム毎に「PBL科目」を開設する。 

 各教育プログラムの人材育成目標は、以下のとおりである。 

【情報理工学プログラム】 

 現在、科学技術は大変革の時代にあり、近い将来、社会構造の大きな変貌が展望されている。その原動力は、

全世界がインターネットでリアルタイムにつながれ、膨大な世界の様々なデータを一体的に活用することを可能

にした、情報科学の急速な発展である。このプログラムでは、コンピュータのハードウェアやソフトウェア及び

情報ネットワークに関する技術、コンピュータと人間のインタラクション及びメディアに関する技術、ロボット

等コンピュータを駆使する各種システムに関する技術など、広い視野と高度な専門性を備え、様々な分野で情報

科学技術の高度化やその多面的な活用により、高度情報化社会を支える人材を育成する。 

【情報生命科学プログラム】 

 このプログラムでは、バイオサイエンスと情報科学の融合を視野に入れた教育を行う。ゲノム（遺伝子全体）

情報の解読以降、バイオサイエンスは情報科学の側面を持つようになった。生命現象の全貌を表すデータは、ゲ

ノム情報に限らず、タンパク質全体（プロテオーム）、代謝物全体（メタボローム）、さらには DNA 修飾を含むエ

ピゲノムや複数生物のゲノム総体であるメタゲノム等、拡大する一方で、これらはオミクスデータと呼ばれてい

る。また、複雑な生命現象を実験計測データに基づいて数理モデル化し、その分子、細胞、組織、個体レベルで

のメカニズムの解明を目指す数理生物学の進展も目覚ましいものがある。このプログラムでは、遺伝子やタンパ

ク質、代謝などに関する膨大な生体情報や医用画像データなど、生命現象に関わる大規模データの取得ができる

能力及びその解析・解釈ができる能力あるいはこれらの技術開発のできる能力を備えた人材を育成する。 

【バイオサイエンスプログラム】 

 バイオサイエンスを支える、DNA の塩基配列解析技術や顕微観察技術などの高度化は目覚ましく、モデル生物

を用いた生命活動の基本原理の深化に加え、人を含む自然界の生物の多様性や相互作用の解明への挑戦が可能に

なっている。このプログラムでは、動植物・微生物について、分子・細胞・個体レベルで、生命現象の基本原理

から生物の多様性まで、最先端の幅広い知識と高度な専門性を備え、国内外の産業及び公的機関において、環境、

エネルギー、食料、資源、健康及び長寿等に係る諸活動を通して、人類の発展と地球環境の保全に貢献する人材

を育成する。 

【バイオナノ理工学プログラム】 

 このプログラムでは、物質科学とバイオサイエンスの融合を視野に入れた教育を行う。バイオナノ理工学とは、

バイオテクノロジーとナノテクノロジーを融合させた新たな科学技術のことを指す。超高解像度顕微鏡や次世代

シーケンサーあるいはオプトジェネティクスのように、技術の進歩がバイオサイエンスの飛躍的な進歩を支え、
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一方で生命現象の理解に基づく医薬材料や、生命の持つしなやかで優れた機能を実現する材料等の開発が豊かな

社会を支える。このプログラムでは、生命活動の分子的基盤を理解し、医薬品や医用工学材料の開発、生命機能

を模した新規高分子の開発、農作物の生産性を上げる新規化合物の開発、再生医療を支える新規細胞工学の開拓

など、人類の未来を支える新たな機能材料を開発する能力を育成する。また、物質科学の理解に基づく、バイオ

サイエンス研究の新潮流の開拓に携わることのできる人材を育成する。 

【物質理工学プログラム】 

  物質理工学分野においては、分析・計測技術の高度化により、新しい物質世界の姿が見えるようになり、グリ

ーンやライフ等の持続的社会発展を目指す物質科学の展開が進んでいる。このプログラムでは、固体物性学、デ

バイス工学、分子化学、高分子材料、バイオナノ工学などを横断する教育プログラムにより、物質科学に関する

基盤知識と専門性を活かすための高度な知識を持ち、人類の豊かな生活の維持と社会の発展を支える次代の科学

技術の担い手となる人材を育成する。 

【知能社会創成科学プログラム】 

 このプログラムでは、情報科学と物質科学の融合を視野に入れた教育を行う。近未来の生活、社会システムの

構築、例えば、高齢化社会の QOL を考えたスマートハウス、省エネルギー社会の創成、IoT に基づく超スマート

社会の実現などには、情報科学の知識とそれを実現するデバイス、材料あるいはインターフェースに関する深い

理解が必要になる。このプログラムでは、機能性物質の設計、新機能を実装したデバイスや現実世界をセンシン

グ・分析するデバイスの設計、分析結果を様々に生かすシステム構築、機械やロボットの制御システムまでを統

合的に捉える広い視野を持ちつつ、その中の特定分野の深い専門知識を身につけた IoT 時代の社会システムを支

える人材を育成する。 

【データサイエンスプログラム】 

 このプログラムでは、新しい科学の方法論であるデータ駆動型科学、AI駆動型科学の教育を行う。これまでの

科学は、自然現象や生命現象を単純化し、実験や理論によって原理を明らかにするという方法を採ってきた。し

かし、技術の進歩により膨大な実験データが短時間で蓄積されるようになった。これらのデータの偏りのない解

析のために、複雑な現象を複雑なまま取り扱う科学の方法論、膨大なデータの奥に隠れた真実をあぶりだす、経

験のみに頼らない方法が求められるようになってきている。この新しい方法がデータ駆動型科学であり、AI駆動

型科学である。膨大なデータは、分野を問わず存在しており、これらを扱うことのできるデータサイエンティス

トの育成は急務とされている。このプログラムでは、本学の特長を生かし、情報科学、バイオサイエンス、物質

科学に関わるデータ駆動型科学、AI駆動型科学の最先端の幅広い知識と高度な専門性を備え、蓄積された膨大な

データの処理、可視化、分析を通じてその奥に隠れた「真理」や「価値」を引き出して、次代の科学・技術の進

歩や社会の発展に貢献できる人材を育成する。 

 

 

（３）博士後期課程における教育課程編成の考え方 

 上記Ⅰ（４）で述べた博士後期課程の人材育成目標を達成するために、本学からの進学者には、博士前期課程の

７つの教育プログラムに対応した特別講義の開講など、博士前期課程の教育プログラムをさらに展開しつつ、博士

論文研究に取り組ませる。また、他大学等からの入学者には、主指導教員の履修指導により、博士前期課程の７つ

の教育プログラムに対応する専門知識を教育し、博士後期課程の教育プログラムに参加させ、加えて、博士論文研

究に取り組ませる。 

 

 博士後期課程には、以下の科目群を配置する。 

◇研究者の素養を養う科目群 

 国際性、国際コミュニケーション能力を育成するため、以下の科目を配置する。 

・ 英語上級 A～D 

 学内で行われる講義により科学技術研究に関する英語論文の作成法と海外の研究者との高度な国際コミュ

ニケーションの方法を学ぶ。 

・ 英語研修Ⅰ～Ⅲ 

 海外での英語研修を行う。 

・ 国際研修Ⅰ～Ⅲ 

 国際的な会議や海外の研究室などで研究成果の発表と討論を行う。 

・ 研究留学Ⅰ～Ⅲ 

 海外企業での研究インターンシップや海外の大学や研究機関への研究留学を行う。 

 

 挑戦性、プロジェクト企画力、課題発見力、知識や研究手法の融合能力、研究推進力を育成するため、以下の科目

を配置する。 

・ 国際ワークショップ企画演習 

 国際ワークショップの提案、開催、運営、管理を体験する。 

・ プロジェクトマネジメントⅠ～Ⅲ 

 研究課題の提案・研究費マネジメント、研究プロジェクトの運営と推進方法、多様な知識と技法を融合して

の問題解決法を学内外の場で学ぶ。 
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 先端専門知識を学ばせるため、以下の科目を配置する。 

・ 情報理工学特別講義、情報生命科学特別講義、バイオサイエンス特別講義、バイオナノ理工学特別講義、物質

理工学特別講義、知能社会創成科学特別講義、データサイエンス特別講義 

 博士前期課程における７つの教育プログラムに対応した分野の最新で質の高い研究を主に集中講義で学ぶ。 

 

 挑戦性、研究経営能力、社会連携・俯瞰力、キャリアパス構想力を育成するため、以下の科目を配置する。 

・ イノベーションマネジメント A、B 

 イノベーションを国際的に展開するために必要とされる知的財産に関する知識や科学技術倫理、異文化の理

解力を学ぶ。 

・ キャリアマネジメント A、B 

 アカデミアのみならずノンアカデミアを含む多様なキャリアパスに必要な能力を育成するために、教授法の

指導や教育力の育成、トランスファラブルスキルの涵養、起業のための知識の教育等を行う。 

 

 「研究留学」の履修を、すべての学生に推奨する。国際性、国際コミュニケーション能力を養う科目により、文部

科学省「スーパーグローバル大学創成支援事業」において本学が設定した博士後期課程修了時の英語力の水準であ

る TOEIC 成績 750 点を目標とする。また、学内外、国内外での教育研究の機会を広く与えることにより、中央教育

審議会答申「新時代の大学院教育－国際的に魅力ある大学院教育の構築に向けて－」が求める学生が多様な研究活

動の場を通じて研鑽を積むことを目指す。 

 

◇自立的な研究能力を養う科目群 

・ 先進ゼミナール 

 研究課題進捗状況を報告し討論する演習であり、博士前期課程における７つの教育プログラム毎に行うこと

で、幅広い視野からの研究指導を行うとともに、ディスカッションやプレゼンテーションの能力を養う。 

・ 博士論文研究 I～VI 

 博士論文執筆に必要な研究活動を通じ、自立して研究活動を行う能力と課題の設定力及び創造性を育成す

る。 

 

◇その他の教育 

 研究の実施に関わる教育等は、博士前期課程と同様に実施する。 

 

（４）博士前期課程における入学から学位論文審査までの流れ 

◇入学者選抜方法 

 国内外を問わず、また大学の専攻にとらわれず、優秀な人材を幅広く募集するため、学生、社会人、留学生を

対象に、年複数回の選抜試験を実施する。 

・４月入学：入学する前年度の７月、１０月及び３月の計３回選抜試験を実施 

・１０月入学：入学する前年度の３月及び入学年度の７月の計２回選抜試験を実施 

 選抜試験においては、英語の筆記試験に代え、TOEIC や TOEFL などのスコアを取り入れるとともに、基礎学力

の判定及びこれまでに学んできたこととこれから学びたいことに関する小論文の内容等に関する質疑応答を含む

面接内容を総合的に評価し、試験結果の上位者から順に合格とする。面接に使用する言語は、日本語又は英語と

する。 

 これら一般選抜に加えて、学術交流協定締結校の修了予定者等を対象とした留学生特別推薦選抜や、高等専門

学校の専攻科の修了予定者を対象とした高等専門学校推薦選抜を実施する。 

 

◇教育方法、履修指導、研究指導 

 カリキュラムは、クォーター制に従って編成する。 

 学生の主体的なプログラム選択を尊重するため、各教育プログラムに明確な定員は設けないが、事前に行った

本学志望者へのアンケート結果などを踏まえ、各学年でプログラム当たり最大１００人程度を想定している。博

士前期課程１学年の定員が３５０人であることを考えると、１つの教育プログラムに１００人を大きく超える希

望者があることは想定しにくいが、講義を行う際は１２０名以上収容可能な大講義室で対応するほか、必要な場

合には、２つの講義室で同時開講するなど、学生の履修に支障のないよう措置を講じる。また、各教育プログラ

ムには２０以上の研究室が参加し、教授だけでも２０人程度が担当していることからも、教育の質を十分確保で

きる体制となっている。 

 研究室配属により主指導教員を決定した上で、複数の教員による指導を行うために、カリキュラムの履修状況

や研究準備状況を踏まえて、副指導教員を決定する。副指導教員は、研究テーマに関して、適切なアドバイスが

期待できる教員を選定する。融合プログラム履修者の場合は、主指導教員の研究分野（情報科学分野、バイオサ

イエンス分野又は物質創成科学分野）と異なる分野の教員を副指導教員に加えることを原則とし、専門性に加え

総合性・融合性を育成する指導を行う。 

 なお、国際化を促進するため留学生と日本人学生は同じ環境の中で教育するとともに、講義の半数以上を英語

で行うことにより、英語のみで学位の取得を可能とする。 

 また、「PBL科目」などの演習科目の成績評価や修士中間報告会の評価においては、評価基準を明示し客観的で
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透明性のある評価を行う。講義科目の総合成績評価には、客観的な指標として GPAを導入する。 

 修士中間報告会での評価と指摘事項は、電子化されたカルテに保存し、学生にフィードバックして修士論文の

質の保証に役立てる。 

 博士前期課程４月入学者の２年間の教育方法の概要を以下に示す。 

①１年次第１クォーター 

ガイダンス、プログラム・研究室紹介 

 全新入生を対象に、各種ガイダンス、日英両言語による研究倫理講習会等を実施する。 

 続いて、学生が学部時代の専門分野にとらわれず積極的に他分野や融合分野を学ぶことの動機づけとし

て、すべての学生を対象に７つの教育プログラムの内容及び全研究室の研究概要を説明する「プログラム・

研究室紹介」を数日間開催する。 

序論科目 

 情報科学、バイオサイエンス、物質創成科学とそれらの融合分野をカバーする７科目の「序論科目」を時

間の重複なく提供し、学生にはこれらすべての履修を推奨する。これにより、先端科学技術の世界的な潮流

と方向性を広く理解した上で、後にどの教育プログラムを選択すべきか、自身で考える材料を与える。各講

義には助教や TA を配し、各学生の理解を深めるためのアドバイスや、個別の質問への対応を行うなど、各

学生にきめ細かく個別指導を行う。 

研究室配属 

 学生は、入学直後のオリエンテーションでの研究室配属の説明（配属の決定手順や研究室の受入れ可能定

員など）と、その後の「プログラム・研究室紹介」で得られる情報をもとに、「研究室配属希望アンケート

（複数希望可能）」を提出する。学生は、アンケートの集計結果を踏まえつつ、自らの関心のある研究室の

見学を行うとともに、研究テーマとして考えている内容、自身が取得を目指す学位などをもとに配属希望研

究室を選択し、「研究室配属希望本調査票（複数希望可能）」を提出する。 

 教務担当教員は、学生が提出した調査票をもとに、各学生との面談を通じて学生の興味、希望研究室で必

要とされる基礎学力、学部時代に学んだ分野と希望研究分野に対する準備状況などを参考にし指導を行った

上で、配属研究室及び主指導教員割当ての原案を作成する。この原案をもとに教授会において配属研究室及

び主指導教員を審議・決定する。 

履修指導・研究指導 

 学位に付記する専攻分野の名称が複数ある教育プログラム（下表を参照）については、研究室配属後、主

指導教員が学生から希望する名称を聴取し、当該学位に相応しい科目履修及び研究内容を指導する。 

教育プログラムの名称 学位に付記する専攻分野の名称 

情報理工学 理学又は工学 

情報生命科学 理学、工学又はバイオサイエンス 

バイオサイエンス バイオサイエンス 

バイオナノ理工学 理学、工学又はバイオサイエンス 

物質理工学 理学又は工学 

知能社会創成科学 理学又は工学 

データサイエンス 理学、工学又はバイオサイエンス 

 学位に付記する専攻分野の名称（理学、工学、バイオサイエンス）は、履修した科目と学位論文の内容に

より決定されるが、この名称毎に、関連する科目名を明示することで、履修内容と授与する学位との関係を

明確にし、授与される学位を学生にあらかじめ想定させることを可能とする。 

基盤科目 

 主指導教員は、学生の興味と将来のキャリアパスに応じた最適な教育プログラムを選択できるよう履修指

導を行う。また、その教育プログラムの専門科目を履修する上で必要な基盤知識を得るため「基盤科目」の

どの科目を履修するか、学生の学習履歴に応じて指導する。 

 「基盤科目」においても、各講義に助教や TA を配し、各学生の理解を深めるためのアドバイスや、個別

の質問への対応を行うなど、各学生にきめ細かく個別指導を行う。 

    教育プログラムの選択 

 第１クォーター末までに、学生は、原則として主指導教員が担当する教育プログラムの中から参加するプ

ログラムを選択する。その際、主指導教員は、学生の興味と進路に応じたきめ細かなアドバイスを行う。 

②１年次第２クォーター、第３クォーター 

一般科目、専門科目 

 一般科目及び７つの教育プログラム毎に指定された専門科目を履修する。また、研究活動を開始する。 

③１年次第４クォーター 

PBL科目 

 “先端科学技術科目群”履修の集大成として、他分野や他研究室の学生からなる小グループで、協働して

先端科学技術上の課題や社会的ニーズに基づく問題の解決に取り組み、俯瞰的な課題の捉え方や問題発見・

解決能力を育成する「PBL科目」を履修する。 

④１年次第４クォーター～２年次第２クォーター 

研究活動・研究指導 

 研究実験、ゼミナール、コロキアムを履修する。 
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修士中間報告会 

 修士論文研究の中間報告会を開催する。報告会では修士論文に向けての研究進捗状況、予想される結果と

論文執筆に向けての課題と計画についてのプレゼンテーションを行い、主・副の指導教員の指導を受ける。

副指導教員は主指導教員とは異なるバックグラウンドの見地から指導を行う。 

⑤２年次第３クォーター、第４クォーター 

修士論文の完成 

 修士中間報告会での指摘事項を反映させながら、主・副の指導教員の指導を受けて修士論文の完成に向け

た研究活動を行うとともに、論文の執筆を行う。 

 

◇修士論文審査と最終試験 

 修了予定の概ね２か月前に、学生が学位論文審査願を大学に提出する。教授会は、当該学位論文審査願に基づ

き、学生毎に学位授与の適否を審査する審査委員会を設置する。この審査委員会は、主・副の指導教員２名と、

他の学内の教員や学外委員１名以上の計３名以上で構成する。当該委員会において、修士論文研究の口頭発表、

修士論文の内容を審査し、最終試験を行った上で、学位授与の適否を教授会に報告する。教授会では、審査委員

会からの審査結果報告に基づいて審議を行い、学位授与の可否について議決する。当該結果を教授会の議長であ

る研究科長が学長に報告し、学長が最終決定する。このように、審査委員会・教授会において複数の視点からの

審査を行うことで、学位論文の厳正な審査と透明性を担保する。 

 個々の学生の学位に付記する専攻分野の名称（理学、工学、バイオサイエンス）は、学生が上記学位論文審査

願に希望する名称を記載した上で、上記審査委員会が履修した科目と学位論文の内容を踏まえて審査を行う。こ

の審査結果も含め教授会が学位授与の審議を行い、学長が最終決定する。 

 

  

（５）博士後期課程における入学から学位論文審査までの流れ 

◇入学者選抜方法 

 国内外を問わず優秀な人材を幅広く募集するため、学生、社会人、留学生を対象に、年複数回の選抜試験を実

施する。 

・４月入学：入学する前年度の８月と３月の計２回選抜試験を実施 

・１０月入学：入学する前年度の３月と入学年度の８月の計２回選抜試験を実施 

 選抜試験においては、出願時に提出する研究実績書及び研究計画書を書類審査し、試験当日の面接結果を加え

て総合評価を行い、上位者から順に合格とする。面接に使用する言語は、日本語又は英語とする。 

 これら一般選抜に加えて、学術交流協定締結校の修了予定者等を対象とした留学生特別推薦選抜を実施する。 

 

◇教育方法、履修指導、研究指導 

 博士後期課程では、入学後直ちに研究室配属を行い、学生から希望する学位に付記する専攻分野の名称を聴取

した上で、当該学位に相応しい科目履修及び研究内容を指導するとともに、研究留学等の国際化活動を重視する

教育を行う。 

 本学の博士前期課程からの進学者については、博士後期課程における教育プログラムと博士論文研究を推進す

る。また、博士前期課程での教育をさらに深化させるため、博士前期課程の教育プログラムに対応した７つの「特

別講義」を開講する。 

 他大学等からの入学者には、主指導教員の履修指導により、博士前期課程の専門科目と「特別講義」を受講さ

せることにより、博士前期課程における７つの教育プログラムに対応する専門知識を教育し、博士後期課程の教

育プログラムに参加させ、また、博士論文研究に取り組ませる。 

 「先進ゼミナール」では、７つの教育プログラム毎に博士論文研究の進捗状況を発表・討論させることで融合

科学を意識した多様な観点からの研究指導を行い、博士論文をまとめさせ、最終審査に合格することを目標とさ

せる。 

 学位の質保証のため、１年次から複数の指導教員（主指導教員及び副指導教員）による研究指導を行うととも

に、中間報告会において評価基準を明示した上で評価を行い、評価と指導助言を電子カルテで学生にフィードバ

ックするなど、厳密なプロセス管理を行う。 

 なお、社会人や留学生など学外からの入学者が半数以上を占める博士後期課程では、これら学生に対していち

早く上記教育を行い、産官学の多様な場で活躍する先導的な研究者や高度専門技術者を速やかに輩出することが

重要であるとの認識に立ち、博士後期課程における１研究科体制への移行は、博士前期課程と同時の平成３０年

４月とする。このとき、旧博士前期課程からの進学者には、新博士後期課程での円滑な学修のために、前述の他

大学等からの入学者同様、主指導教員の履修指導により、前期課程の専門科目と「特別講義」を受講させ、７つ

の教育プログラムに対応する専門知識を教育する。 

 

◇博士論文審査と最終試験 

 博士後期課程を修了しようとする学生は、博士論文の主要な部分の査読付き学術誌や国際会議論文への採択状

況などを踏まえた上で、学位論文審査願を提出する。教授会は、当該学位論文審査願に基づき、学生毎に学位授

与の適否を審査する審査委員会を設置する。この審査委員会は、主・副の指導教員２名と、他の学内の教員や学

外委員１名以上の計３名以上で構成する。博士論文に係る公聴会を実施し、当該委員会において、博士論文の内
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容を審査し、最終試験を行った上で、学位授与の適否を教授会に報告する。教授会では、審査委員会からの審査

結果報告に基づいて審議を行い、学位授与の可否について議決する。当該結果を教授会の議長である研究科長が

学長に報告し、学長が最終決定する。このように、審査委員会・教授会において複数の視点からの審査を行うこ

とで、学位論文の厳正な審査と透明性を担保する。 

 個々の学生の学位に付記する専攻分野の名称（理学、工学、バイオサイエンス）は、学生が上記学位論文審査

願に希望する名称を記載した上で、上記審査委員会が履修した科目と学位論文の内容を踏まえて審査を行う。こ

の審査結果も含め教授会が学位授与の審議を行い、学長が最終決定する。 

 

（６）複数の入学時期（４月と１０月）への対応 

 博士前期課程、博士後期課程とも、４月入学者と１０月入学者のどちらも、同じ教育を受けられるように科目を

配置する。 

 

（７）履修モデル 

 博士前期課程の各教育プログラム及び博士後期課程の履修モデルは以下のとおりである。 
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修了要件及び履修方法 授業期間等 

≪博士前期課程≫ 

 博士前期課程に２年以上在学し、“一般科目群”から４単位以上、“先

端科学技術科目群“の序論科目から３単位以上、基盤科目及び教育プロ

グラム毎に指定する専門科目から合わせて１２単位以上(※）、教育プロ

グラム毎に開設する PBL科目から２単位以上、“研究活動科目群”から

９単位以上、合計３０単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受け

た上、修士論文の審査及び最終試験に合格すること。 

 （※）の履修においては、以下のとおり、教育プログラム毎に、その

特徴的な専門知識を学ぶのに必要なコアとなる科目を、必修又は選択必

修科目として指定する。 

【情報理工学プログラム】 

 基盤科目の「形式言語理論」「プログラミング演習」「高性能計算基

盤」「ソフトウェア設計論」「人工知能」のうちから２科目以上を履修

する。 

【情報生命科学プログラム】 

 専門科目の「システムズバイオロジ」「生体医用画像解析」「生体医

用メディア情報学」「応用生命科学・微生物科学」「応用生命科学・植

物科学」「応用生命科学・バイオメディカル」「バイオサイエンスの産

業展開Ⅰ」のうちから３科目以上を履修する。 

【バイオサイエンスプログラム】 

 基盤科目の「微生物科学」「植物科学」「バイオメディカルサイエン

ス」「細胞骨格と細胞周期」「遺伝学と幹細胞」と、専門科目の「バイ

オサイエンスの先端技法」のうちから３科目以上を履修する。 

【バイオナノ理工学プログラム】 

 基盤科目の「反応解析化学」「生体材料化学」と、専門科目の「応

用生命科学・微生物科学」「応用生命科学・植物科学」「応用生命科

学・バイオメディカル」「バイオサイエンスの産業展開Ⅰ」「生体分子

科学特論」のうちから３科目以上を履修する。  

【物質理工学プログラム】 

 基盤科目の「現代固体物理学」と「現代半導体物性」の組合せ又は

「有機反応化学」と「反応解析化学」の組合せのいずれか一組を履修

する。また、基盤科目の「生体材料化学」と、専門科目の「半導体材

料」「光電子工学」「有機・高分子化学」のうちから２科目以上を履修

する。 

【知能社会創成科学プログラム】 

 基盤科目の「光学」「高性能計算基盤」「量子力学」「物質化学」

と、専門科目の「ユビキタスシステム」「ヒューマンコンピュータイ

ンタラクション」「機械学習と知能制御」「ロボティクス」「マテリア

ルインフォマティクス特論」のうちから３科目以上を履修する。 

【データサイエンスプログラム】 

 専門科目の「ビッグデータアナリティクス」を必修とする。また、

基盤科目の「データ工学基礎」「機械学習概論」と、専門科目の「デ

ータマイニング」「バイオサイエンスにおけるビッグデータ」「マテリ

アルインフォマティクス特論」のうちから２科目以上を履修する。 

 

 なお、個々の学生が選択した教育プログラム以外の他の教育プログラ

ムにおいて指定する専門科目についても、自由科目として履修できる。 

 

≪博士後期課程≫ 

 博士後期課程に３年以上在学し、“研究者の素養を養う科目群”から

３単位以上、“自立的な研究能力を養う科目群”から７単位以上、合計

１０単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論文の

審査及び最終試験に合格すること。 

１学年の学期区分 ４学期 

１学期の授業期間 ８週間 

１時限の授業時間 ９０分 
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